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平成３０年度 事業報告  
 

<平成30年度西区社会福祉協議会の取組>  

平成 30 年度は、「地域共生社会」の構築に向け、地区社協活動の強化や身近な地域のつながり支え

あい活動推進事業の充実などを通じた地域支援を進めるとともに、地域における生活課題や社会的孤立

等の課題解決を図るため、共助の層を厚くする取り組みを推進しました。 

また、会員向け新助成金制度の創設等による会員の拡充を図るとともに、より一層地域から信頼される

組織を目指し、社会福祉法人としての運営の健全化、コンプライアンスの強化にも力を入れて取り組みを

進めました。 

 

 

 Ⅰ 地域における支え合いの仕組みづくりの支援 （重点項目）                               
 

１ 生活支援体制整備事業の推進                       

第 1 層生活支援コーディネーターをはじめ区社協全体で、地域ケアプラザや区役所とも連携し、高齢者の生活支

援・介護予防・社会参加を中心とした支えあいの地域づくりを推進しました。 
 
（１） 生活支援コーディネーターによる高齢者の生活支援・介護予防の充実のための基盤整備  

生活支援体制整備事業を推進するにあたり、地域ケアプラザ、区役所との協働により、以下の会議の運営に携

わりました。また、地域ケアプラザにおいて全職種で連携し事業推進するため、地域ケアプラザ版推進会議を開

催協力しました。 

① 区レベル推進会議の開催  ５回 

② 各地域ケアプラザレベル推進会議への参加 １４回 

③ 市レベル推進会議への出席 １２回 

④ 第一層コーディネーター連絡会への出席 １２回 
 

（２） 協議体・住民ネットワークづくりの実施 

① 地区別の協議体等の実施に向けた支援   

  全地区において地区別協議体開催に向けた調整・相談支援、会議出席をしました。 

② 第１層協議体（生活支援体制整備事業検討会）の開催  ３回 

   社会福祉施設、介護保険事業者を中心とした協議体を開催し、専門職から見える課題の共有や地域活動・

サービスの活用について検討を行いました。 
 

（３） 社会資源の拡充・開発に向けた取り組み 

 ① 社会福祉施設向け訪問ヒアリングの実施とサービス開発 

   地域貢献活動を検討中の区内社会福祉施設に訪問ヒアリングを実施し、地域ケアプラザや区役所と共に新た

な活動・地域資源開発に向けて取り組みました。 

 訪問ヒアリング実施施設： ４施設   うち、２施設において、高齢者サロンと認知症カフェの立ち上げ 
 

② 社会福祉施設等連絡会の開催 （本会専門機関部会として実施） 

  区内福祉施設の地域貢献活動事例について、取組事例の報告を通して共有し、今後の動きにつなげる機会 

としました。 
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（４） 広報・啓発 

① パネル展示およびチラシの配布 

「地域包括キャンペーン」および「にこまちフォーラム」において、生活支援体制整備事業や生活支援コーディ

ネーターの取組をまとめたパネル展示やチラシ配布により周知しました。 

② コーディネーター通信の発行 

区内の地域資源情報や事業周知に向け、地域ケアプラザと協力し、通信を４回発行しました。 
  

（５） 西区生活支援コーディネーター連絡会の実施 

各地区や地域ケアプラザ内での進捗状況確認や区域での連携した地域づくりに向けて検討しました。（年12回） 
 

（６） 生活支援コーディネーター業務の可視化・行動分析について 

  ① コーディネーターの役割や活動を見える化するため、地域ケアプラザと共に西区共通書式の行動記録作成

に区社協および全地域ケアプラザで協働して取組みました。 

  ② 年間の生活支援コーディネーターの活動を可視化させるため、各行動記録の内容等の分析を学識者に依頼 

すると共にこれらをまとめました。 

   

 

 ２ 身近な地域のつながり・ささえあい活動の推進                                
 
年間を通じ、全職員がコミュニティソーシャルワークの視点で、個別課題の発見と地域支援体制づくりを目指して

業務に取り組みました。また、地域ケア会議へ参加し、地域ケアプラザや区と共に課題共有や解決に向けて関わりま

した。 

（１） 困難ケースの把握と解決に向けた取組 

区社協が行う個別支援事業（あんしんセンター、生活福祉資金、ボランティア、送迎、移動情報センター）では

他業務担当や地区担当との連携により困難を抱えた方に対して、課題解決に向けて取り組みました。 

また、地域包括支援センター定例カンファレンスや地域ケア会議等に出席し把握した困難ケースについて、職

員会議等で年間を通じて随時協議を行いました。 

 

 ３ 地区社協支援                                             
 
地域福祉活動の中核を担う地区社協が地域の様々な活動団体の協議体としての役割を発揮し、地域課題の解

決に向けた活動が展開できるよう、地区社協の組織運営や活動の支援、研修、助成を行いました。 
 
（１） 地区社協研修の実施  
  ① 地区社協研修会 [区社協主催研修] 

 
地区社協の体制強化や活動の充実に向けて、つぎの研修を開催しました。 

月日  内 容 人数 

１月２２日（火） 

 

【地区社協視察研修～他地域の実践事例を学ぶ】 

<視察先> 大和市社会福祉協議会  

<内 容>  

① 大和市社協の地区社協支援について 

佐川博之氏（大和市社協ボランティア振興課長） 

② 地区社協の事例報告について 

福田北地区社協会長・下鶴間地区社協会長 

地区社協など 

20名 
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② 第４回よこはま地域福祉フォーラム [市社協との共催研修] 

横浜市社会福祉協議会及び１８区社会福祉協議会で共催し、地区社協関係者等に参加を依頼しました。 

月日 ・ 場所 内 容 人数 

１２月６日（木） 

・関内ホール 

・はまぎんホール 

・横浜市健康福祉総合

センター 

テーマ：「おたがいさま」の縁づくり～縁で彩る支えあい～ 

【全体会】  

基調講演 「地域でつながる、暮らしがつながる」 

講師 八森 淳氏（つながるクリニック院長） 

【分科会】 

第１：一人ひとりつの暮らしに届く縁 

第２：拡がる縁でつながる暮らし 

第３：紡いだ縁を明日へつなぐ 

第４：地域と施設・深まる縁・新たな縁 

全体参加者数 

  １，６９２名 

うち、 

西区参加者数  

１６名 

 

 

③ よこはまの地区社協全体会（地区社協研修） [市社協との共催研修] 

横浜市社会福祉協議会及び１８区社会福祉協議会で共催し、地区社協関係者等に参加を依頼しました。 

月日 ・ 場所 内 容 人数 

２月１２日（火） 

関内ホール 

（１） 地区社協検討会の報告 

（２） 講義・地区社協実践例の報告 

講師 室田信一氏(首都大学東京人文社会学部准教授) 

① 戸塚区踊場地区社協 

「話し合いから生まれるまちづくり」 

② 瀬谷区瀬谷第四地区社協 

「認知症徘徊模擬訓練までのあゆみ」 

③ 保土ヶ谷区保土ヶ谷地区社協 

「新たな担い手の確保の取組」 

全体参加者数 

   ４７１名 

うち、 

西区参加者数  

１４名 

 

 

④ にこまちスキップ・アップ講座への参加 

区との共催講座（西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）に係る講座）を地区社協研修と位置づけ、地区社協

役員等に参加を依頼しました。 

月日 ・ 場所 内 容 人数 

７月９日（月） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座① 

  「地域共生社会の実現に向けて」 

講師：原田正樹氏 （日本福祉大学社会福祉学部教授） 

全体参加者数 

      100名 

うち、 

地区社協等31名 

９月６日（木） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座② 

 “ごちゃまぜ”共生社会が創る日本の未来」 

講師：雄谷良成氏 （社会福祉法人佛子園理事長） 

全体参加者数 

       67名 

うち、 

地区社協等29名 

１０月１６日（火） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座③ 

「共に歩んで･共に支え合う～子どもも高齢者も障害者も自分

らしく暮らすには～」 

講師： 大原裕介氏 （社会福祉法人ゆうゆう理事長） 

全体参加者数 

       61名 

うち、 

地区社協等21名 
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（２） 地区社協活動の支援 
地区担当を設け、各業務担当者等と連携を諮りながら、各地区の会議や地区活動等に参加するなど、地区 

社協の支援に取り組みました。 
  

① 活動費等助成 

  項目 内 容 財源 

【活動費運営助成】 

 

 ３００ 千円  

 ２１０ 千円 

 ４３６ 千円 

６地区 

６地区 

６地区 

市社協補助金 

共同募金配分金 

賛助会費還元金 

【事業費助成】 

 地区社協事業 

 親子ふれあい会事業 

 高齢者見守り活動交流会 

 

１,７４８ 千円 

１０８ 千円 

１８ 千円 

 

６地区 

３地区 

２地区 

 

共同募金配分金 

共同募金配分金 

共同募金配分金 

【小地域活動応援金】 ９００ 千円 ６地区 善意銀行配分金 

【年末たすけあい募金配分】 １，０００千円 ６地区 年末たすけあい募金助成配分 

 

（３） 地区社協分科会の定例開催 
地区社協の体制強化や活動の充実に向け、地区社協会長・地区社協事務局長等を対象とした分科会を開 

催し、地区社協間の情報交換や課題検討等を行いました。１８区の地区社協代表者で集い、地区社協活動の 

活性化に向けて話し合う場「地区社協検討会」と連動し分科会活動を進めました。 （詳細はＰ31） 
 
（４） 地区アセスメントシートの更新 

地区社協支援に向け、地区ごとの社会資源や情報を集約したデータを更新し、区・地域ケアプラザと共有･活 

用しました。 
 

 ４ 地域ケアシステムの推進支援                                     
 

（１） 地域ケア会議への参加 
各地域ケアプラザで開催された地域ケア会議に出席し、具体的対応についてのケース検討を行いました。 

【身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業へも記載】  

開催ケアプラザ 月日 内 容 
出席 

職員数 

戸部本町      

地域ケアプラザ 

12月5日（水） 地域ケア会議(包括レベル) 2名 

3月29日（金） 地域ケア会議(包括レベル) 3名 

浅間台 

地域ケアプラザ 

5月29日（火） 地域ケア会議(個別レベル) １名 

6月14日（木） 地域ケア会議(包括レベル) １名 

11月22日（木） 地域ケア会議(個別レベル) １名 

2月25日（月） 地域ケア会議(包括レベル) 1名 

宮崎 

地域ケアプラザ 

5月25日（金） 地域ケア会議(個別レベル) 1名 

6月28日（木） 地域ケア会議(個別レベル) 2名 

10月1日（月） 地域ケア会議(個別レベル) １名 

１月29日（火） 地域ケア会議(包括レベル) １名 

藤棚 

地域ケアプラザ 

5月29日（火） 地域ケア会議（包括レベル） 2名 

8月30日（木） 地域ケア会議（個別レベル） 2名 

区役所 3月11日（月） 地域ケア会議（区レベル） 1名 
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（２） 地域ケアプラザ との連携 
①地域ケアプラザ連絡会への参加 

 地域ケアプラザの所長、包括支援センター、コーディネーターが一同に会し、区・区社協と共に地域支援等に

関して情報共有や意見交換を行いました。 
 

②地域活動交流コーディネーター連絡会の開催 

地域ケアプラザと連携した地域支援を進めていくために、地域活動交流コーディネーター連絡会を開催し、地 

域情報等の共有や情報交換などを行いました。 

 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

９月２８日（金） 

西区役所 

 

○平成３０年度の重点取組についての実施状況と今後について 

○次年度以降の地域ケアプラザ連絡会について 
２６名 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

４月２６日（木） 

西区役所 

 

○本年度の連絡会の進め方について 

○にこまちプランの推進に向けて 

 （にこまちフォーラムについて/ にこまちこども応援団について） 

○市地域交流研究部会報告 

９名 

５月２５日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

○よこはま東部ユースプラザより（概要説明） 

○にこまち子ども応援団について 

○市地域交流研究部会報告 

１０名 

６月２２日（金） 

藤棚地域ケアプラザ 

○サブコーディネーター研修について 

○第3期にこまちプランについて 

①けあぷらっと歩こう ②情報の一元化 ③シニア世代の社会参加 

６名 

７月２７日（金） 

宮崎地域ケアプラザ 

○サブコーディネーター研修について 

○第3期にこまちプランについて 

①けあぷらっと歩こう ②情報の一元化 ③シニア世代の社会参加 

７名 

８月２４日（金） 

西区福祉保健活動拠点 

フクシア 

○地域活動団体の共有について 

  ①各自主事業等の共有 ②各貸館団体の一覧作成 

○にこまち子ども応援団について 

８名 

９月２８日（金） 

西区役所 

○サブコーディネーター研修について 

○にこまち子ども応援団について 

○地域活動団体の共有 

９名 

１０月２６日（金） 

特養ハマノ愛生園 

○サブコーディネーター研修について 

○にこまち子ども応援団について/ けあぷらっとについて 

○市地域交流研究部会報告 

６名 

１２月７日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

○サブコーディネーター研修について 

○にこまち子ども応援団について 

○にこまちフォーラムについて 

８名 

１月２５日（金） 

西公会堂会議室 

○サブコーディネーター研修について 

○にこまち子ども応援団について/にこまちフォーラムについて 

○市地域交流研究部会報告 

１０名 

３月４日（月） 

戸部本町地域ケアプラザ 

○サブコーディネーター研修振返りについて 

○にこまち子ども応援団・にこまちフォーラム振返りについて 

○次年度の地域活動交流連絡会のあり方について 

７名 
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③地域ケアプラザサブコーディネーター研修の開催 

地域活動交流部門のスキルアップと、区内地域ケアプラザ間の連携や交流を目的に開催しました。 

 

 ④地域ケアプラザ所長会への参加 

区役所、区社協、地域ケアプラザとの情報交換を目的とした西区地域ケアプラザ所長会に事務局長が参加しま 

した。（年６回） 

 

 

 

 Ⅱ ボランティア活動の推進・支援（重点項目）                    
          

 １ ボランティア活動に関する相談・登録・調整・情報提供                      
 

（１） ボランティア相談・登録・調整 
ボランティアを必要としている方とボランティア活動をしたい方からの相談を受付け、相互の調整を図りました。

活動後に双方へ聞き取りを行い、継続的な依頼・活動につなげました。 
   
① ボランティア登録 

ボランティア活動を希望する個人及びグループに登録を依頼し、ボランティア講座の情報提供やニーズ紹介を

行いました。また、本年度は個人ボランティア登録更新調査を実施しました。 

 個人 （人） ボランティアグループ 

男性 女性 計 グループ数 人数 

新規登録者（Ｈ30） １６ ２４ ４０ １１ ４６ 

前年度新規登録者 １７ ２９ ４６ ９ １６０ 

累 計 

H３１年３月末現在 
１２９ １６４ ２９３ １０７ ２,１５４ 

 
② 単発依頼 

 
依頼 
件数 

紹介 
件数 

調整中 
調整 
つかず 

取り下げ 
紹介 
人数 

調整数 対応率 
前年度 
対応率 

児童 ６ ４ ０ １ １ ９ １８ ８３％ １００％ 

障害 ８ ５ ２ １ ０ ６ ２２ ８８％ ９３％ 

高齢 １０６ ９５ １ ３ ７ ２３８ １７１ ９０％ ９８％ 

外国人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

限定せず １２ １１ ０ ０ ０ ５０ ６０ ９２％ １００％ 

その他 ４ ４ ０ ０ ０ １６ ７ １００％ １００％ 

H30 合計 １３６ １１９ ３ ５ ８ ３１９ ２７８ ９０％ ９７％ 

Ｈ29 合計 １２６ ９８ １６ ２ ８ ２９９ １９９   

比較増減 １０ ２１ △１３ ３ ０ ２０ ７９   

 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

１月３１日（木） 

西区福祉保険活動拠点 

フクシア 

○自己紹介・情報交換 

○チラシの作り方講座 

講師： 株式会社オープン 高橋 誠一 氏 

２４名 
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③ 継続依頼 

 
依頼 
件数 

紹介 
件数 

調整中 
調整 
つかず 

取り下げ 
紹介 
人数 

調整数 対応率 
前年度 
対応率 

児童 ７ ４ １ ０ ２ １６ １１ ５７％ １００％ 

障害 １２ ７ ２ １ ２ ２３ ３７ ５８％ １００％ 

高齢 １６ １２ ３ ０ １ ４５ ６５ ７５％ １００％ 

外国人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

限定せず ４ ３ １ ０ ０ ３ １４ ７５％ １００％ 

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

H30 合計 ３９ ２６ ７ １ ５ ８７ １２７ ６７％ １００％ 

H29 合計 ４７ ２６ １７ ０ １ ４５ ８７   

比較増減 △８ ０ △１０ １ ４ ４２ ４０   
 
  

（２） ボランティアニーズの把握 
ボランティア活動を希望する方への情報提供のため、地域ケアプラザや特別養護老人ホーム等にボランティ

ア募集状況等の聞き取りを行いました。 
 
（３） ボランティアに関する情報の提供 

ボランティア活動に関する情報をまとめ提供(発信)しました。  

 

 

 ２ ボランティア・市民活動への育成・支援                             
 

（１） ボランティア活動者の育成  
 

① ボランティア入門ミニ講座の開催 
    はじめてボランティア活動をする方や、活動を初めて間もない方等を対象に開催しました。（全３回） 

                          ※9/7,11/15,1/23は参加者なく未実施 
 

区社協広報紙  

「もくせい」 

区民に福祉への理解や関心を深めるため、区社協事業や地域福祉活動・ボランティア

活動を紹介しました。 

年３回発行、各４３，５００部。タウンニュース紙面上に掲載。その他関係機関に送付。 

西区ボランティア 

センターニュース 

「花スイセン」 

ボランティア募集情報やボランティア各種講座のお知らせ、ボランティア団体の活動紹

介などを掲載しました。 

年４回発行、各９００部。登録ボランティアおよびその他関係機関、区社協会員に送付。 

ホームページ 
ホームページ内で、ボランティアニード情報、講座・イベント情報の専用ページを設け、

ボランティア募集や助成金の案内など随時最新情報を掲載しました。 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

７月１１日（水） 

西区福祉保健活動拠点

「フクシア」 

８月１７日（金） 

１０月１５日（月） 

にしく市民活動支援ｾﾝﾀｰ

にしとも広場 

『ボランティア入門ミニ講座』 

・ボランティアと心構えや留意点 

・ボランティア活動保険について（補償内容やながれ） 

・車椅子体験、高齢者擬似体験 

１０名 
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② ハマのオヤジゼミナールの開催 

   退職後またはこれから定年を迎える男性を対象に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっ

かけづくりとして、導入編の講演会および講座を開催しました。 
 
１） 「セカンドライフを考える」 

  月日 ・ 場所 内 容 人数 

１２月１６日（日） 

西区福祉保健活動拠点

「フクシア」 

【講演会】 「セカンドライフを考える」 

講師：青木 羊耳氏（シニア産業カウンセラー） 

内容：趣味活動を通じた仲間づくりやボランティア活動の必要性や

楽しさについての講演とグループワーク 

１３名 

1月２０日（日） 

西区福祉保健活動拠点

「フクシア」 

【交流会】  

内容：導入講座受講者を対象に、地域活動やボランティア活動に

ついての想い・現況などを座談会形式で話し合い 

４名 

 
 

２）暮らしのお役立ち講座 「ＤＩＹ講座」（全３回） ［ＮＴＰ高齢へも記載］ 

趣味や特技を活かした地域活動や仲間づくりのきっかけづくりとして藤棚地域ケアプラザと共催実施しました。 

  月日 ・ 場所 内 容 人数 

１０月２４日(水) 

１１月 ３日(土) 

１１月１４日(水) 

 

藤棚地域ケアプラザ 

講師： ＤＩＹアドバイザー神奈川  

 

第１回： 網戸の張り替え  

第２回： 庭木の剪定  

第３回： 住まいの防災対策・ 

延べ２９名 

(参加者実数 

１２名) 

 

（２） ボランティア活動者の支援 
 ① 『ボランティアの学び舎シリーズ』  

ボランティア活動者等のスキルアップを目的に実施しました。 

月日・場所  内 容 人数 

２月２３日（土） 
 

西区福祉保健活動拠点

「フクシア」 

講師：釜石市相談支援事業所ライトハウス 藤原伸哉 氏 

鈴木 雄 氏 

内容： 「災害時の要援護者支援を考える」 

２６名 

    ※ 西区災害ボランティア養成講座・ガイドボランティア養成講座と共催実施 

 

② ボランティア活動保険等の受付 

安心してボランティア活動が行えるよう、ボランティア関係の保険についてご案内と受付を行いました。 

保険名 ボランティア活動保険 
ボランティア活動 

行事用保険 
福祉サービス総合補償 

３０年度（件数） 
１４５ 

（うち天災プラン５３） 
２４３ ６ 

２９年度（件数） 
１３８ 

（うち天災プラン４４） 
２０６ ５ 

比較増△減 ７ ３７ １ 
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③ 社会福祉功労者表彰    

区内で地域福祉活動やボランティア活動、福祉施設や事業所等で勤務する職員（常勤および非常勤職員）で

功労のあった方に対し、表彰を行いました。 

月日・場所 内容 人数 

２月２２日（金） 

崎陽軒本店 ６階会議室 

受賞者 

・地域福祉活動功労者     ４４名 

・善意銀行寄付者        １件 

・永年勤続者（常勤）      ４３名 

・永年勤続者（非常勤）    ８３名（重複受賞者１名） 

セレモニー  （民族音楽）根本ノブヒロ氏 

交流会 

（受賞者） 

１７１名 

（当日） 

８６名 

 

（３） ボランティア活動団体および他機関実施事業への協力 
① ボランティア関係講座への開催協力、講師としての職員派遣 

月日・場所 内 容 人数 

９月１１日（火） 

 

野毛山荘 

【講座名】 横浜シニア大学 

      「さまざまなボランティア活動とその心構え」 

【内容】 

・ボランティア活動を行う際の心構えや活動の紹介 

・活動しているボランティアからの話 

・ボランティアセンターや地域ケアプラザの役割説明  

２５名 

２月２７日（水） 

   

宮崎地域ケアプラザ 

【講座名】 宮崎地域ケアプラザ 

「ボランティア活動」 ～はじめの一歩～ 

【内容】 

・ボランティア活動者の体験談 

・コミュニケーションゲーム 

・ボランティアの基礎知識・ボランティア保険 

・事業案内（ケアプラザ・区ボランティアセンター） 

１２名 

 
② ボランティア・市民活動分科会の定例開催 

区社協会員のボランティアグループ・市民活動団体同士の情報交換と、区社協からの情報提供を行うために、定

期的に開催しました。 （詳細はＰ３２参照） 
 
③ ＮＶＣ（にこまちボランティアキャンプ）による団体間のつながりづくり 

区社協会員であるか否かに拘わらず、ボランティアグループ・市民活動団体など多様な組織・個人同士のつなが

りについて考え、取り組みました。 （詳細はＰ２６参照） 
 
（４） 個人・企業の社会貢献活動の支援 
①フードドライブ活動（食料支援）の推進  

  まだ食べられるのに、いろいろな理由で処分されてしまう食品を、『たべもの』に困っている人や団体に届ける 

「フードドライブ」活動を実施しました。 

 寄附受付期間 寄付件数 
 

配分団体数 主な配分先 

第１回： ６月１日～６月１５日 ２７件（160点） １４団体 
高齢者食事会、多世代交流サロン、

認知症カフェ、こども食堂、青少年支

援施設、路上生活者支援団体 

第２回： ９月３日～９月１７日 ２１件（145点） １４団体 

第３回： １２月３日～１２月１７日 １４件 （91点） １５団体 

第４回： ３月１日～３月１５日 ３３件（260点） １５団体 

合計 ９５件（656点） ５８団体  
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（５） ボランティアセンター機能の強化 
① 職員のスキルアップ 

各種研修や勉強会等に職員が参加するほか、毎月１回職員間でのミーティングを行い、ボランティア活動やニ 

ーズ収集・対応、ボランティア団体との関係構築等のスキルアップにつなげました。 

 

② ボランティアセンター運営委員会の開催 

  ボランティアセンター業務の運営、ボランティア活動の振興、寄附金品の受付・配分等に審議するため、ボラ

ンティアセンター運営委員会を３回開催いたしました。（詳細は P３３参照） 
 

 

 

 

 
 
 ３ ボランティア・市民活動への運営支援                             
 

（１） 西区社協ふれあい助成金 
より豊かな市民社会の実現のために、市民の自発性のもと、西区内もしくは横浜市内で行われる非営利な地域

福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を目的として実施しました。配分については、助成金等審査委員会に

て審議し決定しました。 
 
   「よこはまふれあい助成金」を基本とした助成金 

助成区分 件数 金額 

要援護者支援区分（集いの場活動） １２件   １，４００，０００円 

要援護者支援区分 （家事・生活支援活動） １件     １６０,０００円 

要援護者支援区分（配食活動） ２件     ３２０,０００円 

障害児者支援区分（障害児者支援活動） ３件 ２５０,０００円 

障害児者支援区分（当事者活動） ３件 １６０,０００円 

障害児者支援区分（宿泊・日帰りハイク活動） ２件 １００,０００円 

障害児者支援区分（視覚聴覚障害者支援活動） 1件 ５０,０００円 

福祉のまちづくり区分 1４件 ４９０,０００円 

健康増進区分 ２件 ２０,０００円 

合  計 ４０件 ２，９５０，０００円 

（詳細はＰ36別表1を参照） 

 

  （２） 年末たすけあい募金助成 
地域の皆さまの協力により集まった「年末たすけあい募金」を、西区内における年末時期の様々な福祉活動に
活かし、福祉のまちづくりを推進するため、助成金として配分しました。配分については、助成金等審査委員会に
て審議し決定しています。 

 

助成区分 件数 金額 

年末たすけあい募金助成金 １８件   １，５５５，０００円 

（詳細はＰ37別表２を参照） 

 

 

 

 



 11 

 

（３） にこまち助成金 
横浜市に寄附された約１億円を財源とし平成２２年に設置された「にこまち基金」事業として、にこまちプラン(西

区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、つぎの団体へ助成しました。 

  ※Ａ区分：まちづくり､ Ｂ区分：サービスづくり､ Ｃ区分：人づくり  

（①申請金額が５万円以下のもの（会長決裁で決定） ②申請金額が５万円を超えるもの（審査委員会） 
 

申請区分 団体数 助成金額 

Ａ区分 （まちづくり） １７団体 
<申請金額5万円以下>：    ６団体   295,000円 

<申請金額5万円を超える>： １１団体  2,005,000円 

Ｂ区分 （ｻｰﾋﾞｽづくり） ７団体 
<申請金額5万円以下>：    ３団体   150,000円 

<申請金額5万円を超える>：  ４団体   896,000円 

Ｃ区分 （人づくり） ０団体 
<申請金額5万円以下>：    －        － 

<申請金額5万円を超える>：  －        － 

合 計 ２４団体 3,346,000円 

（詳細はＰ３８別表３を参照）     
 ４ 善意銀行の運営                                           

区民の団体や個人の方からの寄付金品を受け付け、寄付者の意向に基づき地域の福祉活動等のために活用

しました。ボランティアセンター運営委員会において審議の上配分をしています。 
 

 ① 寄託 

内 容 件数 合計 

金銭寄付 １９件 ５４７，６３５円 

物品寄付 ８件 カレンダー、手帳、鉛筆 他 

（詳細はＰ３９ 別表４を参照） 

 ② 配分 

内 容 件数 合計 

金銭配分 １１件 

・地区社協小地域活動応援金 

@150,000×6地区= 900,000 

・ふくしの学び応援金 

  @5,000×4校= 20,000 

  @10,000×1校=10,000 

配分金合計 930,000円 

物品配分 ２件 当事者グループ等へ配分 
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 Ⅲ 災害ボランティアネットワークの推進 （重点項目）                             
  

 １ 『西区災害ボランティアネットワーク』の推進                                    
  
（１） 定例会等の開催協力 

災害ボランティアネットワーク会員のスキルアップを目的とした総会・定例会の開催、コーディネーター養成講

座、HUG（避難所運営ゲーム）講座等の実施を通じて、横浜市西区災害ボランティアネットワークの運営支援を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

月日 内 容 人数 

４月２１日（土） 定例会 ７名 

５月２０日（日） 第３地区ふれあい春まつり参加 ４名 

５月２４日（木） HUG講座（西区ケアマネ連絡会） ５名 

５月２６日（土） 
総 会（１）平成２９年度事業報告および決算報告 

    （２）平成３０年度事業計画（案）および収支予算（案） 
  １５名 

６月３日（日） 藤棚まつり参加 ４名 

６月１６日（土） 定例会 ７名 

７月２１日（土） 定例会・第５地区納涼祭り参加 ７名 

８月１１日（土） 定例会・公開HUG講座 １５名 

９月１５日（土） 定例会・市民防災センター見学会 １２名 

10月1日（月） 赤い羽根街頭募金協力 ５名 

１０月２０日（土） 定例会  ７名 

１０月２５日（木） 県立横浜平沼高等学校 地域貢献デーへの協力「防災学習」 ７名 

１１月１０日（土） 定例会  ６名 

１２月１５（土） 定例会・災害伝言ダイアル訓練 ６名 

１月１９日（土） 定例会  ７名 

１月２６日（土） 災害ボランティアコーディネーター養成講座① １２名 

２月９日（土） 災害ボランティアコーディネーター養成講座② ２２名 

２月２３日（土） 災害ボランティアコーディネーター養成講座③ ２０名 

３月９日（土） 第４地区みんなのまつり参加 ２名 

３月１０日（日） 災害ボランティアコーディネーター養成講座④/定例会  ２８名 
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 Ⅳ 福祉啓発・福祉教育の推進                             
  

 １ 福祉啓発・福祉教育の推進                                    
 

（１） 福祉教育活動の相談調整 
学校等からの相談に対応し、講師として協力したほか、講師紹介等を行い協力しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ふくしの学び応援金による福祉学習の促進 
学校における福祉学習を促進するため、講師謝金等の経費を助成する「ふくしの学び応援金」は平成３０年度、

区内小中学校に対して周知を行い、５件の申請を受け付けました。 

申請校 講座名 内容 金額 

横浜市立みなとみらい本町小学校 福祉学習（障害理解） 視覚障害理解 5,000円 

横浜市立平沼小学校 福祉学習（障害理解） 視覚障害理解 5,000円 

横浜市立岡野中学校 福祉学習（障害理解） 聴覚障害理解・手話体験 10,000円 

横浜市立一本松小学校 福祉学習（障害理解） 聴覚障害理解・手話体験 5,000円 

横浜市立西前小学校 福祉学習（障害理解） 視覚障害理解 5,000円 

 

 

 

 

月日 依頼者 内 容 
延べ 

参加者数 

６月１４日（木） 

６月２２日（金） 
薬糧開発（株） 

ボランティア入門講座入門 

高齢者施設ボランティア体験 
２名 

１０月１８日（木） 横浜市交通局 
人権研修 バリアフリー講座 

（車椅子体験・高齢者理解） 
１１名 

１０月２５日（木） 神奈川県立横浜平沼高校 
地域貢献デー 

（共同募金運動、災害ボランティア） 
７０名 

１１月１３日（火） 
横浜市立みなとみらい本町

小学校 
福祉学習（視覚障害理解） ３６名 

１１月２０日（火） 横浜市立平沼小学校 福祉学習（視覚障害理解） ９５名 

１１月３０日（金） 横浜市立岡野中学校 
福祉学習 

（聴覚障害理解・手話体験、車椅子体験） 
１１０名 

１２月４日（火） 横浜市立一本松小学校 福祉学習（聴覚障害理解・手話体験） ２９名 

１２月８日（土） 
横浜市立平沼小学校 

戸部本町地域ケアプラザ 
平沼フェスティバル（福祉社会に迫ろう） ５０名 

１２月１９日（水） 横浜市立一本松小学校 福祉学習（視覚障害理解） ５１名 

１月２３日（水） 横浜市立西前小学校 福祉学習（視覚障害理解） ７０名 

２月１日（金） 横浜髙島屋労働組合 バリアフリー講座（車椅子体験） ８名 

３月８日（金） 武田薬品工業（株） 聴覚障害理解・手話体験 ８名 
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（３） 福祉教育機材の貸出 
学校・職場で福祉体験を行う際の車椅子等の備品を必要とする方へ貸し出しました。また、障害者施設の就労

支援の目的も兼ね、ＮＰＯ法人無限夢工房に車椅子の点検・清掃作業を、年間を通して委託しました。 
                                                             （件数） 

機材名 車椅子 
高齢者疑似
体験セット 

妊婦体験 

セット 
アイマスク 白杖 点字器 

ユニバーサル
デザイングッズ 

Ｈ３０年度 １３９ １９ ２ １ ４ ２ １ 

Ｈ２９年度 ８５ １０ ３ １ ０ ０ ２ 

比較増△減 ５４ ９ △１ ０ ４ ２ △１ 

 

（４） 福祉教育推進のための研修の実施 
 ① 先生のための福祉講座（１８区社協共催）の開催 

教員を対象に、地域福祉や当事者への理解を深め、今後の学校教育に活かせる視点や手法等を修得すること
を目的に、横浜市教育委員会、横浜市社協及び１８区社協合同で講座を実施しました。  

 

月日・場所 内  容 参加数 

８月２３日（木） 

横浜市健康福祉総合センター 

①導入講座「福祉とは、福祉教育とは」 

  講師：学習院大学文学部教育学科 教授 長沼 豊 氏 

②グループ討議「福祉教育をより効果的に進めていくために」 

39名 

 

 

 

 

 

 Ⅴ 総合相談                                       
 

 １ 福祉相談事業                                              
日常的な様々な福祉ニーズに対して、相談者や相談内容に応じた情報提供や関係機関につなげるなどのサービ

ス提供に努めました。 

 
 
 ２ 地域における権利擁護事業（あんしんセンター事業）の推進                       

判断能力や身体能力が不十分な高齢者や障害者が安心して日常生活を送ることができるように支援するため、

権利擁護に関する相談に対して、関係機関と連携を取りながら対応しました。また、福祉サービス利用援助、定

期訪問・金銭管理サービス、財産関係書類等預かりサービスを契約に基づき実施しました。 
 

（１） 地域福祉権利擁護事業（あんしんセンター事業） 
 
① 権利擁護に関する相談 

  ア) 件 数 

 

高齢者 障害者 その

他 

不明 

合計  
認知症 その他  身体 知的 精神 

Ｈ３０年度 ３８ １０ ２８ １０ ５ １ ４ １ ４９ 

Ｈ２９年度 ３６ ３ ３３ ６ ２ １ ３ ６ ４８ 
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イ） 内 容（複数内容あり） 

内容 

金
銭
管
理
・ 

財
産
関
係
等
預
か
り 

今
後
の
生
活
設
計 

金
銭
・消
費
契
約 

相
続
・遺
言 

家
族
親
類
と
の
関
係 

財
産
侵
害 

日
常
生
活
上
の
問
題 

隣
人
知
人
と
の
関
係 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用 

就
業
関
係 

成
年
後
見
制
度 

そ
の
他 

合 
 

計 

Ｈ３０年度 ４８ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ５２ 

Ｈ２９年度 ４３ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ４９ 
 
② 契約によるサービス（定期訪問・金銭管理サービス・財産関係書類等預かりサービス） 

  ア） 契約件数 

 
契約件数 

新規契約件数 

（他区からの移管含む） 

終了件数 

（他区への移管含む） 

Ｈ３０年度 H２９年度 H３０年度 H２９年度 H３０年度 H２９年度 

定期訪問・金銭管理サービス ４０ ３６ １４ ２０ １０ ９ 

高齢者 ３１ ２７ １３ １９ ９ ８ 

障害者 ９ ９ １ １ １ １ 

財産関係書類等預かりサービス ２ ２ ０ ２ ０ ３ 

高齢者 ２ ２ ０ ２ ０ ２ 

障害者 ０ ０ ０ ０ ０ １ 

終了理由 ３０年度 死亡：２ 、成年後見：４、施設入所：３、移管：１    

２９年度 死亡：６、成年後見：３ 
   

イ） 相談等延べ件数                             

 H３０年度 H２９年度 比較増減 

契約前対応 

（電話・訪問他） 

電話 ３６６ ４６３ △９７ 

来所 1 ３ △２ 

訪問 72 １４０ △６８ 

手続き援助 ０ ６ △６ 

合計 ４３９ ６１２ △１７３ 

契約者対応 

（電話・訪問・各種手続き他） 

電話 ２，６６０ １，８３９ ８２１ 

来所 １１ ３ ８ 

訪問 ５９３ ５３２ ６１ 

手続き援助 ９５ ７４ ２１ 

合計 ３，５５９ ２，４４８ １，１１１ 

終了後対応 

電話 ２２ １１ １１ 

来所 １０ ２ ８ 

訪問 ２０ １５ ５ 

手続き援助 １ ３    △２ 

合計 ５３ ３１ ２２ 
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③ 広報・啓発活動  

  ア） 講座の開催 

区民を対象に西区・西区社会福祉協議会･西区４地域ケアプラザ（地域包括支援センター）社会福祉士会が連

携し、講座を開催しました。 
 

月日・場所  講座名 内 容 人数 

６月１６日（土） 

戸部本町地域ケアプラザ 

家族信託 勉強会 

（共催事業） 

区民対象。家族信託について理解を深める目

的で開催。遺言、成年後見制度などとの違いに

ついても説明がありました。 

講師：司法書士横浜西口アシスト 堀江直樹氏 

１７名 

 
 

④ 西区役所及び地域ケアプラザ（地域包括支援センター）との連携 
 

  ア） 社会福祉士会への参加    

権利擁護事業に関して情報交換を行うため、月１回の会議に出席しました。 
  

イ） 成年後見サポートネット全体会への協力 

西区役所が開催した成年後見サポートネット全体会に２回参加し、事前打ち合わせ、当日運営に協力しました。 
 

  ウ） 西区生活支援課 所内研修への参加 

   区役所職員向けに、あんしんセンター利用の手続きや連携方法について説明しました。 
 

エ） ケース検討会等の実施・参加 

契約者への支援方法の確認や情報共有のため、ケース検討会を行いました。（随時） 

 

（２） 市民後見人候補者、受任者への支援     

成年後見制度の利用を必要とする高齢者や障害者の権利を擁護し、地域での生活を身近な市民が支える仕

組みづくりを目指し、養成講座を受講した市民後見人候補者に対してフォローアップを行いました。 

 
サポートネット分科会 

西区役所や区内地域ケアプラザ社会福祉士とともにサポートネット分科会を開催、市民後見人バンク登録者と

ともにケース検討を行い、市民後見制度について見識を深めました。 
 

月日・会場 内容 市民後見人バンク登録者参加人数 

7月３０日（月） 

西区福祉保健活動拠点 
ケース検討 ７名 

 
  
   
   
  

 ３ 生活福祉資金等貸付事業                                             
 

（１） 生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金：低所得者、障害者や日常生活上療養または介護を必要とする高齢者のいる世帯などに対して、

資金の貸付と必要な援助を行うことにより、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的として実施しま

した。 

総合支援資金：失業等、日常生活に困難を抱えており、生活の再建のために継続的な相談支援と生活費、一

時的な資金貸付を委託事業として実施しました。 
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① 貸付件数 緊急小口３件 福祉資金（教育支援資金含む）１０件 合計１３件       
 

 新規相談 紹介相談 

件数Ａ 

対応 

回数 

貸付実施

件数Ｂ 

対応 

回数 

合計 

資金項目 Ａ＋Ｂ（Ｃ） 対応回数 

総合支援資金 7 11 0 0 7 11 

臨時特例資金 0 0 0 0 0 0 

緊急小口資金 21 62 3 89 24 151 

福祉資金 

（教育支援資金含む） 
35 93 10 320 45 413 

不動産担保（要保護含む） 7 13 0 0 7 13 

生活福祉資金以外の制度 24 135 - - 24 135 

合計 94 314 13 409 107 723 

 

② 相談件数 

相談項目 制度内容相談 貸付相談 返済相談 
合計 

資金項目 面接 電話 
その他 
封書等 

面接 電話 
その他 
封書等 

面接 電話 
その他 
封書等 

総合支援資金 2 18 32 0 4 4 4 20 75 159 

臨時特例資金 0 0 1 0 0 0 0 1 3 5 

緊急小口資金 10 51 33 24 19 58 2 12 54 263 

福祉資金（教育支
援資金含む） 

29 259 229 100 114 235 10 48 158 1,182 

不動産担保 
（要保護含む） 

7 69 39 12 15 50 0 0 5 197 

生活福祉資金 
以外の制度 

58 119 163 - - - - - - 340 

平成30年度合計 106 516 497 136 152 347 16 81 295 2,146 

平成29年度合計 81 602 288 125 168 471 18 122 569 2,444 

比較増△減 25 △86 209 11 △16 △124 △2 △41 △274 △298 

 

（２） 生活福祉資金貸付世帯への支援取り組みの実施 
月次報告を基に償還状況を確認、四半期ごとに担当民生委員への残高を確認する書類をお渡ししました。 

生活福祉資金償還滞納ケースについて、担当民生委員と連携を図り対象ケースを整理、把握した世帯の状況

に応じて、継続支援、懇談会等事業の実施、事務移管等の手続きを行いました。 
 

内  容 件  数 

住所不明調査 （あて先不明で返送されてきた 借受者等） ６件 

滞納世帯への調査 （相談会対象者）５件 
 

（３） 生活困窮者自立支援施策への対応 
区生活困窮者自立支援事業担当課からの依頼により、定例支援調整会議へ出席しました。 

（西区区役所 ３階会議室にて開催） 

回数 月日 

第1回 ６月２７日（水） 

第2回 １０月２４日（水） 

第3回 ２月２７日（水） 
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（４） 食料支援 
   区や個人から要請があった世帯について、状況をヒアリングして必要性を検討し、食糧支援を行っている団体 
  を紹介しました。 

食糧支援団体 件数 

セカンドハーベスト・ジャパン ２２件 

その他の団体 ０件 

 

 

 

 Ⅵ 福祉ニーズのある方への支援                          
  

 １ 子育て支援                                              
 

（１） 親子ふれあい会への支援 
各地区社協で行われている「親子ふれあい会」に対し活動費を助成しました（財源：共同募金配分金）。 

 

地区名 金 額 

第二地区  ４８，０００円 

第六地区  ６０，０００円 

合 計 １０８，０００円 
 
 
（２） 子どもの居場所づくりに関する勉強会の開催  

① 「子どもたちの現状を伝える勉強会」               【ＮＴＰ児童、児童福祉関係分科会にも記載】 

月日・場所 内 容 人数 

２月２７日（水） 

 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

勉強会 「子どもたちの現状について」 

講師： 宮本 康子氏（公益財団法人よこはまユース） 

内容： 子どもたちのおかれている現状や支援の必要性に 

     ついての講義とグループワーク 

 

１８名 

  
（３） 西区子育て講演会の開催 

 
区内の子育て支援活動者、乳幼児やその保護者等を対象に、西区地域子育て支援拠点「スマイル・ポート」と

共催で講演会を開催しました。 
 

月日・場所 内 容 人数 

１０月３１日(水) 

西区地域子育て支援拠点

スマイル・ポート 

講演会 「みんなどうしている？わが子とスマホなどの付き合い方｣ 

～ＩＴメディア時代の子育て～ 

講師： 土谷 みち子氏（関東学院大学こども発達学科教授） 

内容： メディアとこどもの成長発達について、大人が大切にして 

いきたいこと 

５０名 
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 ２ 障害児・者支援                                           
 

（１） 出会いの場「来て、見て、知って、つながって」の開催 
 

障害福祉関係分科会にて企画し、区内の障がい者本人および関係者（施設職員、家族など）の立場や生活

課題を多様な視点で捉え、分科会員同士の理解を深めるため場づくり事業を行いました。 
 

月日・場所 内  容 参加人数 

６月２６日（火）  

フクシア 
障害のある方との「違い」ではなく、日常生活や趣味について話をし、

「共通点」を通して、障害当事者の「その人自身」の理解をすすめる目

的で実施しました。 

１８名 

８月３０日（木）  

にしろくカフェ 
２２名 

１２月１３日（木）  

にしとも広場 
１５名 

 

（２） 西区地域自立支援協議会への参画 
区内の障害関係施設で構成する「西区地域自立支援協議会」の一員として、全体会議（年２回）の他、各種会

議等に参加・協力しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
（３） 障害者福祉関係分科会の定例開催 

障害児者関係団体・施設を中心とした分科会を定例的に開催し、共通課題の検討や分科会事業の実施等を積

極的に行いました。 （詳細はＰ３２参照） 
 
 

 ３ 高齢者支援                                              
 

（１） ハマのオヤジゼミナールの開催 （再掲） 
 

  退職後またはこれから定年を迎える男性を対象に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっか
けづくりとして、導入編の講演会および講座を開催しました。 

 

① 講演会「セカンドライフを考える」 

  月日 ・ 場所 内 容 人数 

１２月１６日（日） 

西区福祉保健活動拠点

「フクシア」 

【講演会】 「セカンドライフを考える」 

講師：青木 羊耳氏（シニア産業カウンセラー） 

内容：趣味活動を通じた仲間づくりやボランティア活動の必要性

や楽しさについての講演とグループワーク 

１３名 

            

参加会議名 内 容 

担当者会議 全参加施設の担当者の集まり 

余暇支援部会 障害児者への余暇支援についての検討 

防災会議 災害時対応についての検討・施設見学等 
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② 暮らしのお役立ち講座 「ＤＩＹ講座」（全３回） ［ＮＴＰ高齢へも記載］ 

趣味や特技を活かした地域活動や仲間づくりのきっかけづくりとして藤棚地域ケアプラザと共催実施しました。 

  月日 ・ 場所 内 容 人数 

１０月２４日(水) 

１１月 ３日(土) 

１１月１４日(水) 

藤棚地域ケアプラザ 

講師： ＤＩＹアドバイザー神奈川  

内容： 第１回： 網戸の張り替え  

第２回： 庭木の剪定  

第３回： 住まいの防災対策 

延べ２９名 

(参加者実数 

１２名) 

 
（２） 高齢者福祉関係分科会の定例開催 

高齢者関係団体・施設を中心とした区社協会員の集まりである分科会を定例的に開催し、その中でふれあい会

の活動について情報共有しました。また、ふれあい会会員向けの研修会についても伝達し、当日の運営にも協力

していただきました。 
 

（３） 関係機関との連携 

   担い手から受けた相談について、包括につなげるなどの連携をしました。 

 

 ４ ふれあい会に対する支援                                          
  
（１）「西区ふれあい福祉推進事業」の業務受託 

西区役所からの業務を受託し、“ふれあい会”（高齢者見守り会）の申請・報告（年２回）の受付、確認作業や

事務説明会を行いました。 

① 報告・申請書類の受付について 

報告・申請書類の受付 

（４月・１０月） 

平成２９年度報告：５５団体 

平成３０年度申請：５５団体 
 
② 事務説明会の開催 

   毎年４月に提出していただく報告・申請書類について説明する目的で、西区役所とともに開催しました。２０１９年

度からの制度変更を多くの団体、担い手に周知するため、２回行いました。 

月日・場所 内 容 参加人数 

３月４日（月） 

西区役所 ３AB会議室 

以下の項目について説明し、質疑応答した。 

・平成３０年度報告書類について 

・平成３１年度からの制度変更について 

・平成３１年度申請書類について 

・平成３１年度 活動票様式変更について 

３３団体 ４２名 

３月１１日（月） 

西区役所 ３AB会議室 
２２団体 ３４名 

 
（２）ふれあい会等を対象とした研修会の実施  

 
ふれあい会活動等を行っている担い手を対象に研修会を実施しました。 

月日・場所 内 容 参加人数 

１月２５日（金） 

西公会堂 １号会議室 

「事例発表会 西区の見守り活動のいま」 

 第二地区、第４地区の活動を紹介。ふれあい会の

担い手が発表した。 

ふれあい会から 

３６団体 ６０名 

ふれあい会以外 １５名 
  
（３） 西区役所主催 ふれあい会向け研修への協力 
  西区役所が主催した担い手向け研修に、社会福祉士会とともに協力しました。 

月日・場所 内 容 参加人数 

１０月２５日（木） 

西区役所 ３AB会議室 

「私は騙されない！そんな人が一番危ない！？ 

～最近の消費者被害について～ 
３１名 
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 ５ 送迎サービス事業                                         
 

送迎ボランティアの協力により、通常の交通手段では外出が困難な在宅高齢者や障害者の方を対象に送迎用

福祉車両による送迎サービスを実施しました。 

横浜市の委託事業として介護保険対象者の通院等を目的とした「外出支援サービス」 とそれ以外の方を対象

とした区社協の送迎サービスの２本立てで実施しています。 

※道路運送法第７９条６及び同法施行規則第５１条の１０の規程に基づいた登録団体として実施 

 【登録番号】関神福第１２６号  
  
 
（１） 利用状況および登録者  

① 利用内容                                              （件数） 

利用内容 外出支援 区社協送迎 総 数 

Ｈ30年度 医療（通院等） ２４３ １８ ２６１ 

H30年度 福祉サービス利用 他 ０ ０ ０ 

Ｈ30年度 合計 ２４３ １８ ２６１ 

Ｈ29年度 合計 ２５１ １８ ２６９ 

比較増△減 △８ ０ △８ 

                                                                                
 
 

② 利用登録者                                                 （人数） 

新規利用登録 外出支援 区社協送迎 総 数 

Ｈ30年度登録者 ４ ０ ４ 

Ｈ29年度登録者 ６ １ ７ 

比較増△減 △２ △１ △３ 

 

（２） 送迎ボランティア育成・支援 
 ①  送迎ボランティア登録者数 

年度 人数 

Ｈ30年度登録者 ８ 

Ｈ29年度登録者 １０ 

比較増△減 △２ 
  
② 送迎ボランティアミーティングの開催 

送迎サービスの運転ボランティアを対象に情報提供・情報交換のためのミーティングを実施しました。  
月日・場所 内容 参加人数 

６月２５日（月） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

○送迎サービス事故発生状況についての報告 

○交通安全についてＤＶＤ鑑賞 

○安全運転チェックテスト 

○情報交換 他 

８名 
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③ 研修 

西区社会福祉協議会で「6 区（西、南、中、港南、磯子、金沢）合同安全運転講習会」を開催し、ボランティアの

方が参加しました。 

月日・場所 内 容 参加人数 

１月１７日(木) 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

○ＤＶＤのよる講習 

（１）駐車場での通行法 

（２）所長の決断 －自動車事故防止を目指して－ 

○グループワーク（情報交換等） 

テーマ「より良い活動に向けた工夫について」 

    「活動の困難事例」 

１名 

（全区22名） 

 

 

 ６ 交通遺児等への支援                                              
 

（１） 交通遺児援護金の交付 
区内の２０歳未満の交通遺児を抱える世帯に対し、事故見舞金や入学・卒業の激励金を交付する事業ですが、

平成３０年度は０件でした。 
 
 
（２） 低所得者援護費の給付 

行路病人に対して援護金を区民児協が給付しました。 
 

給付件数 内容 金額 

H３０年度 ３６件 旅費３６件   １０，９８０円 

H２９年度 ４３件 旅費４３件、食費０件、その他０件 １１，７８０円 

比較増△減   △８００円 
 
（３） 小災害見舞金の交付 

区内で小災害（火事等）に被災された世帯に対し見舞金を交付しました。 
 

災害発生日 件数・内容 金額 

８月２１日（火） 火災 ２件 ２０,０００円 

１０月７日（日） 火災 １件 ５,０００円 

９月２９日（土）～３０日（日） 台風による風水害 １件 ５,０００円 

    H３０年度 合計 火災 ３件、風水害 １件   ３０,０００円 

 

   H２９年度 合計   火災 ４件   ５５､０００円 

 

 ７ 移動情報センター                                    
 

横浜市より「移動情報センター事業」の委託を受け、平成３０年１月から「西区移動情報センター」を開設しました。障

害のある方やご家族等からの移動に関する相談に応じて、サービス事業者やボランティア等の紹介・コーディネート

を行いました。また、西区移動情報センターのリーフレットを作成し、区内・近隣区の移動支援事業所や相談支援機

関等を訪問して周知に努めました。その他、移動支援に関する情報の収集・更新および移動支援に関わるボランテ

ィア等の発掘・育成に向けた取組を行いました。 
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（１） 相談対応・コーディネート 

相談件数：９０件 

調整件数： 

電話 メール、ＦＡＸ等 来所 訪問 フォローアップ 

１，１１６件 ６０件 ３９件 ７５件 ８１件 

障害種別： 

身体 知的 精神 その他 

４４件 ２８件 ７件 １１件 

相談内容： 

通院等必要不可

欠な外出 

余暇等社会参加

のための外出 
通学 通所 

事業所の求人情

報提供 
その他 

１２件 ４０件 ２３件 ７件 １件 ７件 
 

（２） 移動情報センター推進会議の開催 

月日 内容 人数 

５月２２日（火） 
○相談実績・対応状況について 
○Ｈ３０年度事業計画・年間予定について 他 

１８名 

９月１９(水) 

○相談実績・対応状況について 
○周知・啓発状況について 

○ボランティア講座について 他 
１９名 

１２月１９日（水） 

○相談実績・対応状況について 
○周知・啓発状況について 

○ガイドボランティア講座について 他 
１４名 

３月１９日（火） 

○相談実績・対応状況について 
○周知・啓発状況について 

○ボランティア啓発講座について 

○２０１９年度の運営について 他 

１２名 

 

（３） 横浜市ガイドボランティア事業の事務取扱 

登録者数： 

支援対象者 ガイドボランティア 

８名 １１名 

活動状況：【通学】４０件 

※西区移動情報センター以外の登録者およびガイドボランティア対象外のボランティア対応として【余暇】お

よび【通所】の活動あり。 
 

（４） ボランティア等の発掘・育成に向けた取組 

月日 内容 人数 

１２月１７日（月） 
ガイドボランティア講座～知的障害編～ 
○講義「障がい理解について」 
○グループワーク 

１８名 

２月２３日(土) 

ボランティア啓発講座「災害時の障害者支援について学ぼう 
 ～当事者の声を聞く。実際の被災地から～」 
○講話「災害時の当事者の課題、復旧・復興までの避難生活について」 
○グループワーク 

２６名 
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 Ⅶ 福祉情報発信機能の充実                              
 

 １ 広報紙の発行・ホームページの活用                               
 

（１） 広報紙の発行 
区社協のＰＲや地域の福祉活動の紹介、ボランティア関係情報の提供を通じて、区民に福祉への理解を深め

てもらうことを目的としてタウンニュース紙面に掲載し、年３回発行しました。西区内のタウンニュース中・西版が

届かない地域へは戸別にお届けするとともに、区内施設等へ配架を依頼し、広報を行いました。 

 
  ① 広報紙「もくせい」の発行 

発行月 内 容 発行部数 

７月 

（第７４号） 

○シリーズ「こどもの居場所」第五地区ほうかごひろば 

○社協からのお知らせ（移動情報センター、ボランティア募集情報等） 

○その他：平成２９年度事業報告・決算報告、賛助会員・善意銀行のお礼 

他 

４３，５００部 

１０月 

（第７５号） 

○シリーズ「こどもの居場所」第３地区藤棚ふれあい食堂 

○社協からのお知らせ（ボランティア講座紹介、フードドライブ報告 等） 

○その他：赤い羽根共同募金、賛助会員・善意銀行のお礼 他 

 

４３，５００部 

２月 

（第７６号） 

○シリーズ「こどもの居場所」生活創造空間にし「みんなの節供」 

○社協からのお知らせ（災害ボランティア講座紹介、助成金案内 等） 

○その他：共同募金「寄付つき商品」の取組報告、ふれあい会研修報告、 

賛助会員・善意銀行のお礼 他 

 

４３，５００部 

  

（２） ホームページの活用 
ホームページを平成２８年４月にホームページリニューアルし、区社協ＰＲやボランティア講座等の周知に活用

すると共に、随時更新しました。また併せてフェイスブックページの作成を行い、随時更新を行いました。 
 

西区社協ホームページ（http://www.yoko-nishishakyo.jp/） 

西区社協フェイスブック（https://www.facebook.com/yokonishisya） 

H３０年度更新回数 ５４回 

H２９年度更新回数 ４９回 
 
 

 

 

 Ⅷ 西区地域福祉保健計画の推進                          
 

 １ 第３期西区地域福祉保健計画の推進とＮＴＰによる事業展開       
 

平成２２年度より「西区社協地域福祉活動計画」と「西区地域福祉保健計画」を一体的に策定しております。 

本年度は「第３期西区地域福祉保健計画（にこやか しあわせ くらしのまちプラン）の３年目となり、区役所・地

域ケアプラザとともに地区支援チームの一員として計画を推進・支援しました。 

（１） にこまち助成金の配分 （再掲） 

横浜市に寄附された約１億円を財源とし平成２２年に設置された「にこまち基金」事業として、にこまちプラン(西

区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、つぎの団体へ助成しました。 

 （①申請金額が５万円以下のもの（会長決裁で決定） ②申請金額が５万円を超えるもの（審査委員会） 
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申請区分 団体数 助成金額 

Ａ区分 （まちづくり） １７団体 
<申請金額5万円以下>：    ６団体   295,000円 

<申請金額5万円を超える>： １１団体  2,005,000円 

Ｂ区分 （ｻｰﾋﾞｽづくり） ７団体 
<申請金額5万円以下>：    ３団体   150,000円 

<申請金額5万円を超える>：  ４団体   896,000円 

Ｃ区分 （人づくり） ０団体 
<申請金額5万円以下>：    －        － 

<申請金額5万円を超える>：  －        － 

合 計 ２４団体 3,346,000円 

（詳細はＰ３８別表３を参照）  
（２） ＮＴＰ（にこまちトライプロジェクト）による事業展開 

４つテーマ別に（高齢、障害、子ども、ボランティア）、区全体の課題解決に向けて、「ＮＴＰ（にこまちトライプロジ

ェクト）」と称して具体的な取り組みを行いました。 
 

 【高齢分野】   
①ハマのオヤジゼミナールの開催（再掲） 

    退職後またはこれから定年を迎える男性を対象に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっか

けづくりとして、導入編の講演会および講座を開催しました。 
 

１） 講演会「セカンドライフを考える」 

  月日 ・ 場所 内 容 人 数 

１２月１６日（日） 

西区福祉保健活動拠

点「フクシア」 

【講演会】 「セカンドライフを考える」 

講師：青木 羊耳氏（シニア産業カウンセラー） 

内容：趣味活動を通じた仲間づくりやボランティア活動の必要性

や楽しさについての講演とグループワーク 

１３名 

 

２） 暮らしのお役立ち講座 「ＤＩＹ講座」（全３回）  

趣味や特技を活かした地域活動や仲間づくりのきっかけづくりとして藤棚地域ケアプラザと共催実施しました。 

  月日 ・ 場所 内 容 人 数 

１０月２４日(水) 

１１月 ３日(土) 

１１月１４日(水) 

 

藤棚地域ケアプラザ 

【実践講座】 暮らしのお役立ち講座 「ＤＩＹ講座」 

講師： ＤＩＹアドバイザー神奈川  

 内容： 第１回： 網戸の張り替え  

第２回： 庭木の剪定  

第３回： 住まいの防災対策・ 

延べ２９名 

(参加者実数 

１２名) 

 

 【障害分野】 
 
①出会いの場「来て、見て、知って、つながって」の開催 

障害福祉関係分科会にて企画し、区内の障害者本人および関係者（施設職員、家族など）の立場や生活課題

を多様な視点で捉え、分科会員同士の理解を深めるため場作り事業を行いました。 
 

月日・場所 内  容 人 数 

６月２６日（火）  

フクシア 
障害のある方との「違い」ではなく、日常生活や趣味について話を

し、「共通点」を通して、障害当事者の「その人自身」の理解をすす

める目的で実施しました。 

１８名 

８月３０日（木）  
にしろくカフェ（おひさまプラザ） 

２２名 

１２月１３日（木）  

にしとも広場 
１５名 
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【子ども分野】  
① 勉強会準備会等の実施 

子どもに関する施設職員、地域の活動者、区、ケアプラザが集まり、学齢期の子どもの居場所づくりを進め

る目的で意見交換、勉強会の企画を行いました。 

月日 検討ﾒﾝﾊﾞー  

第１回  ４月１３日（金）   第２回  ５月１６日（水）   第３回  ７月１０日（火） 

第４回  ９月２５日（火）   第５回  １月２２日（火）    
９名 

 

 

② 子どもの居場所づくりに関する勉強会の開催 （再掲）          ※児童福祉関係分科会の中で開催 

月日・場所 内 容 人数 

２月２７日（水） 

 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

勉強会 「子どもたちの現状について」 

講師： 宮本 康子氏（公益財団法人よこはまユース） 

内容： 子どもたちのおかれている現状や支援の必要性につ 

 いての講義とグループワーク 

 

１８名 

  
③ 西区子どもの居場所マップの作成 

区内の“こどもの居場所“を地域の子ども達をはじめ、学校関係者、児童関係施設、地域住民に広く周知し 

活用を広げていくため、マップを作成し配布しました。 

特に小中学校長会や西区民生委員児童委員協議会、キッズクラブ連絡会等の場で、マップ作成目的の説

明や配布協力依頼を行いました。 

 

【ボランティア分野】 

  ① にこまちボランティアキャンプ（ＮＶＣ） 

西区内で活躍するボランティア団体・施設の活動をお互いによりよく知り合い、つながり・取り組みにについて

考える意見交換会を実施しました。 

月日 検討メンバー 

第１回：７月１８日（水）   第２回：９月１３日（木）   第３回：１月７日（月） １１名 

 

（３）にこまちスキップ・アップ講座の開催（区との共催） 

西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）の推進に向け、区と共催し講座を開催しました。 

月日 ・ 場所 内 容 人数 

７月９日（月） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座① 

  「地域共生社会の実現に向けて」 

講師：原田正樹氏 （日本福祉大学社会福祉学部教授） 

地域住民等 

    100名 

 

９月６日（木） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座② 

 “ごちゃまぜ”共生社会が創る日本の未来」 

講師：雄谷良成氏 （社会福祉法人佛子園理事長） 

地域住民等       

67名 

 

１０月１６日（火） 

西区役所会議室 

にこまちスキップ･アップ講座③ 

「共に歩んで･共に支え合う～子どもも高齢者も障害者も自分

らしく暮らすには～」 

講師： 大原裕介氏 （社会福祉法人ゆうゆう理事長） 

地域住民等 

     61名 
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（４） にこまちフォーラムの開催 
にこやか しあわせ くらしのまちプラン」の第３期計画にむけての基調講演と発表会を西区役所・地域ケアプラ

ザと共催で開催しました。 

 
 

月日・会場 内  容 参加人数 

２月１６日（土） 

西公会堂 

テーマ： 明日へとつなぐ 地域のきずな 

～はじめよう、今日からわたしにできること～ 

内容： 基調講演 

 講師：西尾 敦史氏（静岡福祉大学社会福祉部教授） 

各地区による活動報告 ほか、 

<ロビー展示>各地区活動紹介等のパネル展示、障害者福祉施 

        設等の物品販売など 

２４６名 

 

 

 

 ２ 地区支援チームへの参画                                    
 

各地区が地区別計画を推進するにあたり、区役所・地域ケアプラザ・区社協が地区支援チームとして協働し、

チーム打合せや地区別懇談会への参加等を行いました。  
  ① 第一地区 

月 日 ・ 内 容 

■地区懇談会： 

   第１回 １１月５日（月）    

     内容： 今後の第一地区の取組みに向けて意見交換  

■その他の会議等 

  高齢支援部会    第１回 ４月２３日（月） 第２回 ７月１９日（木） 第３回 ９月１０日（月）  

第４回 １月２１日（月） 

  つながり・担い手部会  第１回 ５月１０日（木） 第２回 ８月２日（木）  第３回 １２月２０日（木）  

  部会長会議      第１回 ５月２３日（水） 第２回 ９月２１日（金） 第３回 １月２４日（木）  

第４回 ３月１３日（水） 

■支援チーム打ち合わせ 

   第１回 ７月１３日（金）  第２回 １０月２９日（月）  第３回 ３月４日（月） 

 

② 第二地区 

月 日 ・ 内 容 

■地区懇談会 

  第１回 １１月１日（木）   第２回 ２月８日（金）  

  主な内容： 拠点訓練の報告、にこまちフォーラム、３０年度の振り返りと３１年度に向けてなど 

■その他の会議等 

  福祉バス・身障者旅行 １０月１５日(月)  敬老ふれあい茶話会 １０月２５日(木)  

   藤棚らいぶステーションボランティア懇親会  第１回 １１月２２日（木）  第２回 ３月２６日(火) 

■支援チーム打ち合わせ  

  第１回 ６月１４日（木）  第２回 １０月３０日（火）  第３回 ２月６日（水） 
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③第３地区 

月 日 ・ 内 容 

■地区懇談会 

  第１回：６月１４日（木）   第２回：１１月６日（火）   第３回：２月７日（木） 

  主な内容：地区別計画（第１～３部会）、にこまちフォーラム、ふれあい春まつり、おでかけ３ など 

■その他の会議等 

  地区別計画会議：第１部会（６回）  第２部会（４回）  第３部会（４回） 

  ふれあい春まつり（５/２０開催）関係会議：４月５日（木）・１２月６日（木）・１４日（金）、１月１１日（金） 

２月４日（月）・２３日（土）、３月８日（金） 

福祉フェスタ：１０/６（土）開催 

にこまちフォーラム（２/１６開催）地区発表打合せ：１月８日（火）・２１日（月） 

■支援チーム打ち合わせ 

  第１回：５月１０日（木）  第２回：９月６日（木）  第３回：１２月６日（木）  第４回：３月７日（木）  

 

④第４地区 

月 日 ・ 内 容 

■理事会 

第１回：６月１２日（火）  第２回：７月３日（火）  第４回：１１月１３日（火） 

拡大理事会：１２月１２日（水）  第５回：２月１９日（火）  第６回：３月２２日（金） 

■その他の会議等 

ふれあい会・友愛会・食事会交流会  

第２回：８月２７日（月）  第３回：１０月１日（月）  第４回：１１月５日（月） 

第５回：１２月３日（月）  振り返り会：２月４日（月） 

■支援チーム打ち合わせ 

第１回：５月１６日（水）  第２回：９月５日（水）  第３回：１２月５日（水）  第４回：３月６日（水）  

 

⑤第五地区  

月 日 ・ 内 容 

■地区懇談会 

  第１回 ５月１１日(金)  第２回 ８月１０日(金)  第３回 １１月２日(金)  第４回 ２月１日(金) 

  主な内容： 第３期地区別計画進捗状況、団体活動紹介、にこまちフォーラムについてなど 

■その他の会議等 

納涼まつり反省会 ８月９日（木） 

■支援チーム打ち合わせ 

  第１回 ５月１８日（金）  第２回 ９月２１日（金）  第３回 １２月２１日（金） 第４回 ３月１５日（金）   

 
 

⑥第六地区 

月 日 ・ 内 容 

■地区懇談会 

  第１回 １０月２７日(土)  第2回 12月15日（土） 

■その他の会議等 

第六地区地域のつどい： ７月７日（土） ＊テーマ：「災害」 

■支援チーム打ち合わせ 

第1回 ５月１０日（木）  第2回 ７月９日（月）  第3回 １０月４日（木）  

第4回 １月１０日（木）  第5回 ３月７日（木）  
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 Ⅸ 横浜市西区福祉保健活動拠点「フクシア」の運営 （重点項目）            
 

 １ 拠点の管理・運営                                          
平成29年度より第3期の指定管理者となり、「地域における市民の自主的な福祉保健活動のための場」として

多くの方に活用いただけるよう運営を行いました。 
 

（１） 登録状況 
    ①利用登録団体  ２５９団体   

ボランティア・市民活動団体 障害児者等当事者団体 
その他 

（地域団体､福祉保健職域団体） 

１１７団体 ４４団体 ９８団体 

 

②メールボックス使用団体  ２４団体 （２４個中） 

③ロッカー使用団体      ３８団体 （４０個中) 
 

（２） 利用状況 
 

部屋名 利用件数・利用率  

 平成３０年度 平成２９年度 比較増減 

団体交流室 １,１３３件 ６６.４％ １,１０４件 ６６.７％ ２９ 

多目的研修室 ９７８件 ７３.９％ ８３０件 ７４.９％ １４８ 

点字製作室 ６９６件 ５１.５％ ５３１件 ４７.９％ １６５ 

録 音 室 １９４件 ２９.９％ ２２５件 ２１.８％ △３１ 

対面朗読室・編集室 ７３９件 ７３.９％ ７６０件 ６６.２％ △２１ 

全  体 ３,７４０件 ５９.２％ ３,４５０件 ５５.５％ ２９０ 

 

（３） 利用調整会議 
利用登録団体間の交流や、利用に当たっての注意事項の伝達を目的として実施しました。 

参加団体に活動内容を紹介していただき、活動者の思いを共有できました。 
 

 

 

 

 

 

 

（４） 意見箱の設置 
 団体交流室に市社協の独自システムである「ご意見箱」を設置しました。平成３０年度は１件でした。 

 

（５） 拠点を活用した相談窓口の設置 （市民局との共催事業） 
横浜市市民局人権課と共催し、拠点で「横浜市性的少数者支援事業 よこはまＬＧＢＴ相談」を実施 

しました。 

頻 度： 月１回実施（原則毎月第４月曜日夜間） 

内 容： 個別専門相談「よこはまＬＧＢＴ相談」 

相談員： 臨床心理士（認定特定非営利活動法人ＳＨＩＰ） 

  

月日・場所 内 容 参加数 

２月７日（木） 

西区福祉保健活動拠点 

○事務局からの注意事項伝達 

○各団体の活動紹介 

○ロッカー・メールボックスの抽選 

３５団体 ４３名 
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Ⅹ 法人運営                                         
    
 １ 会員、部会・分科会、委員会                                     
 

（１） 会員 
  ① 正会員                            ②賛助会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       
③会員の拡充 

区社協の持つネットワークを広げ、地域における活動支援をより積極的に進めるため、会員拡充を図りました。 

入会団体 ：４団体 

また、会員向け助成金の新設について検討を行いました。 

 

（２） 部会・分科会・委員会 
会員同士の交流や課題検討、助成金審査等のため、各種会議を開催しました。 

① 部会 

【地域福祉関係団体部会】 

月日 議  題 結果 人数 

３月２７日（水） 
○平成３１年度区社協事業計画及び予算について 
○会員向け助成金制度について 
〇次期区社協理事候補者の選任について 

全て承認

された 
３団体 

 

【専門機関部会】 ※社会福祉施設等連絡会として位置づけて開催 

月日 議  題 結果 人数 

３月８日（金） 

○社会福祉施設等の地域貢献活動について 
西区における取組事例の報告、意見交換･情報交換 

○赤い羽根共同募金施設整備費について 
○区社協会員向け助成金について 
〇次期区社協理事および各種委員候補者の選任について 

全て承認

された 

１０団体

１５名 

 
② 分科会 
【自治会・町内会分科会】  

月日 議 題 結果 人数 

３月１８日(月) 
○次期西区社協 理事候補の選任について 
○次期西区社協 各種委員の選任について 

全て承認
された 

１２名 

社会福祉施設 ３１ 

 

法人･団体 ８７ 

民生委員児童委員 １２３ 個  人 ９９ 

地区社会福祉協議会 ６ 賛助会員合計   １８６ 

地区連合自治会・町内会 ６ 

賛助会費合計② 

法人･団体 555,000円 

個  人   208,000円 

＝ 763,000円 

自治会町内会 ９１ 

障害者団体等当事者団体 １３ 

ボランティア・市民活動団体 １７ 

社会福祉関係団体 ２０ 

行政機関 ４ 

学識経験者 １ 

正会員合計 ３１２ 

正会員会費合計① 1,018,500円  会費合計 ① +②  1,781,500円 
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【地区社協分科会】 

地区社協会長・副会長、事務局長等、地区社協役員の方が広く出席し、地区社協間の意見交換･課題検討を行いま

した。（年９回開催） 

月日 主な議題 結果 人数 

４月２６日（木） 

○分科会長･・副分科会長の選任について 

○平成30年度地区社協分科会の進め方について 

○地区社協助成金、区社協事業計画について 他 

全て承認

された 

 

２２名 

６月２８日（木） 
○地区社協研修会について 

○子ども食堂・子どもの居場所について 他 
２０名 

７月２６日（木） 

○ミニ学習会：赤い羽根共同募金運動について 

○地区社協研修振返りについて 

○地区社協検討会の報告について 他 

２４名 

９月２７日（木） 

○西区社協功労者表彰候補者の推薦について 

○地区社協カレンダーについて 

○共同募金運動への協力について 他 

２５名 

１０月２５日（木） 

○年末たすけあい募金助成について 

○地区社協研修の振返りについて 

○にこまちトライプロジェクトの進捗状況について 他 

２１名 

１１月２２日（木） 

○赤い羽根共同募金街頭募金実績について 

○地区社協検討会の報告について 

○にこまちフォーラム、地区社協視察研修について 他 

２２名 

１月２４日（木） 

○平成３１年度地区社協への賛助会費還元金について 

○平成３０年度よこはまの地区社協全体会について 

○地区社協研修振返りについて 他 

２０名 

２月２８日（木） 

○理事および各種委員会等候補者の推薦について 

○次年度の地区社協分科会、助成金等について 

○よこはまの地区社協活動（Ｈ30年度データ集） 

○地区社協検討会報告について 他 

２１名 

３月１４日（木） 

○次年度の地区社協分科会、賛助会費について 

○西区社協会員助成金について 

＊分科会後半では、「経理等事務研修」の実施 

 ２４名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
 
 

 【高齢者福祉関係分科会】 

月日 議 題 結果 人数 

４月２５日（水） 
○分科会会長及び副分科会会長の選任について 
○区社協Ｈ３０年度事業計画について 
○年間計画について 他 

全て承認

された 

２０名 

７月２５日(水) 

○ふれあい会研修について 

○もしもカードについて 

○にこまちプランテーマ別進捗状況について 他 

２４名 

１０月２４日（水） 
○ふれあい会研修について 

○あんしんカードについて 他 
２３名 

１月３０日（水） 
○ふれあい会研修報告 

○次年度の取り組みについて 他 
２３名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
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【障害福祉関係分科会】 

月日 議 題 結果 人数 

４月２５日（水） 
○分科会長・副分科会長の選出について 
○本年度障害福祉関係分科会の活動について 

全て承認

された 

１７名 

（１６団体） 

７月１３日（金） 
○出会いの場づくり事業について 
○当事者発地域啓発支援事業について 他 

１４名 

（１３団体） 

１0月19日（金） 
○出会いの場づくり事業について 
○当事者発地域啓発支援事業について 他 

１５名 

（１４団体） 

１月１８日（金） ○今年度の振り返り・次年度分科会について 他 
１６名 

（１５団体） 
 
【児童福祉関係分科会】 

月日 議  題 結果 人数 

６月２７日（水） 

○分科会長・副分科会長の選出について 

○本年度分科会の活動について 

○活動紹介 
全て承認

された 

１６名 

２月２７日（水） 

○「子どもの現状を伝える勉強会」研修 

○平成30年度児童福祉関係分科会振返りについて 

○西区社会福祉協議会平成31年度事業計画について 

○情報交換 など 

１８名 

 
 【ボランティア・市民活動分科会】 

月日 議  題 結果 人数 

５月２８日（月） 

○本年度分科会長、副分科会長の選出 
○年間計画について 
○区社協Ｈ３０事業計画について 
○活動紹介 

全て承認

された 

１９名 

８月２７日（月） 

○ミニ研修会「HUG研修」 

○共同募金協力について 

○区民まつり出店について 

○広報「みらい」作成について 

１８名 

１０月２２日（月） 

○区民まつり出店について 

○広報「みらい」作成について 

○新年のつどいについて 

○活動紹介 

２１名 

１月２２日（火） 
○横浜市社協 福祉ボランティア･市民活動部会委員の推薦について 

○第４地区みんなのまつり 参加について 

○新年のつどい 

７名 

２月２５日（月） 

○次年度分科会役員候補について 

○次期西区社協理事の選出について 

○広報紙の発行について/ 会員向け助成金について 

○次年度分科会について、情報交換 

○Ｈ30区社協事業計画/予算について 

１６名 

  

月日・場所 内容 人数 

１１月４日（日） 

戸部公園 
区民まつりへの参加 ２名 

３月 ９日(土） 

一本松小学校 
４地区社協「みんなのまつり」への出店 ２名 
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 ② 委員会 

【社会福祉功労者表彰審査会】 

月日 議 題 結果 人数 

１２月３日（月） 〇第３６回西区社会福祉功労者被推薦者の審査について 
全て承認

された 
７名 

 

【助成金等審査委員会】 

月日 議 題  結果 人数 

５月２１日（月） ○平成３０年度西区社協ふれあい助成金の審査について 

全て承認

された 

７名 

１１月２６日（月） 
○平成３０年度年末たすけあい助成金の審査について 

○平成３０年度年末たすけあい募金地区社協助成金について 
７名 

 
 
【にこまち助成金審査委員会】 

月日 議 題 結果 人数 

６月２９日（金） 
○平成２９年度にこまち助成金 助成結果について 

○平成３０年度にこまち助成金 第２回受付分の審査について 

全て承認

された 

７名 

１０月２４日（水） 
○前回審査委員会の報告について 

○平成３０年度にこまち助成金 第３回受付分の審査について 

○次期にこまち助成金の申請受付期間等について 

 ５名 

３月１４日（木） 
○平成３１年度にこまち助成金 第１回受付分の審査について 
○平成２２年度～平成３０年度にこまち助成金助成金一覧 
○にこまち助成金の課題検討について 

７名 

 

【ボランティアセンター運営委員会】 

月 日 議 題 結果 人数 

１０月１９日（金） 

○平成２９年度ボランティアセンター事業報告について 

○平成３０年度ボランティアセンター事業予定について 

○ボランティアコーディネートについて  

全て承認

された 

８名 

１０月２２日（月） 

○平成３０年度上半期ボランティアセンター事業報告について 

○下半期ボランティアセンター事業実施予定について 

○善意銀行配分金について 

９名 

２月２５日(月) 
○平成３１年度ボランティアセンター事業計画（案）について 

○平成３１年度ボランティアセンター運営委員会について 
８名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
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 ３ 理事会・評議員会等                                     

 

（１） 理事会・評議員会・監事会 
 

 ① 理事会                        ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 人数 

第１回 

６月８日（金） 

１．新規会員加入について 

２．平成２９年度事業報告並びに決算について 

   平成２９年度西区福祉保健活動拠点事業報告並びに決算について 

３．監事監査報告について 

４．監事候補者の評議員会への推薦について 

５．評議員選任･解任委員会の招集 

並びに本会評議員選任候補者の推薦について 

６．本会の顧問について 

７．評議員会の招集並びに議題について 

理事１０名 

監事 ２名 

第２回 

９月２１日（金） 

１．新規会員加入について 

２．平成３０年度補正予算案について 

３．基金の運用について 

４．評議員会の招集並びに議題について 

理事 ９名 

監事 ２名 

第３回 

１２月２０日（木） 

１．新規会員加入について 

２．監事候補者の評議員会への推薦について 

３．会員向け助成金について 

理事 ８名 

監事 ２名 

第４回 

３月６日(水) 

１．平成３０年度事業計画案並びに予算案について 
平成３０年度西区福祉保健活動拠点事業計画案並びに予算案について 

２．平成３０年度補正予算案について 
３．評議員会の招集並びに議題について 

理事 ９名 

監事 ２名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 

  

  ② 評議員会                      ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 人数 

第１回 

６月２９日（金） 

１．平成２９年度事業報告並びに決算について 
   平成２９年度福祉保健活動拠点事業報告及び決算について  
２．監事監査報告について 
３．監事の選任について 

         

評議員1５名 

監事 ２名 

第２回 

１０月２６日（金） 
１．平成３０年度補正予算案について 

評議員１７名 

 監事 １名     

第３回 

３月２２日（金） 

１．平成３１年度事業計画案並びに予算案について 
平成３１年度西区福祉保健活動拠点事業計画案並びに予算案について 

２．平成３０年度第2回補正予算案について 
３．監事の選任について 

評議員１７名 

 監事 ２名     

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。   

③ 監事会 

月 日 内容 人数 

５月３０日（水） 
平成２９年度横浜市西区社会福祉協議会事業実施状況並びに決算に

ついて 
監事 ２名 
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４ 適切な法人運営                                      
  

  （１）個人情報の適切な管理 
「個人情報保護法」と区社協「個人情報の保護に関する規程」に則り、適切な個人情報の管理を行いました。 
 

  （２）情報公開 
     「社会福祉法」及び本会「情報公開に関する規程」に則り、適切な情報公開を行いました。 

      H30情報公開請求 0件 
 
（３）苦情受付 

受付件数 ０件 対応件数 ０件 
 
（４）社会福祉充実計画の実施 
 ①社会福祉功労者表彰（再掲） 

区内で地域福祉活動やボランティア活動、福祉施設や事業所等で勤務する職員（常勤および非常勤職員）で

功労のあった方に対し、表彰を行いました。 

月日・場所 内容 人数 

２月２２日（金） 

崎陽軒本店 ６階会議室 

受賞者 

・地域福祉活動功労者   ４４名 

・善意銀行寄付者       １名 

・永年勤続者（常勤）     ４３名 

・永年勤続者（非常勤）   ８３名 （重複受賞者１名） 

セレモニー：（民族音楽）根本ノブヒロ氏 ・交流会 

（受賞者） 

１７０名 

（当日） 

８６名 

 
②社会福祉施設を対象とした研修および連絡会議の開催 （再掲） 
  社会福祉法人等の地域貢献活動についての情報共有に向けた連絡会および研修をつぎのとおり開催しました。 

日程・場所  平成３１年３月８日（金） 西区福祉保健活動拠点フクシア 

  内容等    【第１部：研修会】 参加者 20名 

内容： 「働き方改革について」 

講師：笠 貴裕 氏（横浜北労働基準監督署 監督官）     

            【第２部： 社会福祉施設等連絡会】 ※西区専門機関部会として開催  参加者 15名 

             内容： 「社会福祉施設等の地域貢献活動について」 
 

 

 ５ 事務局運営                                          
 
（１） 事務局運営 
①職員の資質向上 

 法人内研修の他、外部機関が実施する研修等に事務局職員を参加させ、資質の向上に努めました。 
②事務局会議・窓口職員会議の開催 

担当業務進行状況や業務上の課題等を職員全体で共有・検討し、区社協機能の向上につなげるため、常勤

職員会議を毎月２回、非常勤職員を含めた窓口職員を対象とした会議を毎月１回実施しました。  

 

 ⅩⅠ 福祉関係団体への運営協力・支援                           
 

次の福祉関係団体と連携およびサポートを行いました。 

 

神奈川県共同募金会横浜市西区支会 日本赤十字社横浜市西区地区委員会   

西保護司会 西区更生保護女性会 

西区遺族会  


